











































































































































































































































































































































































































































































































































































































24）ファージェ．オリクソン『癩の化学療法』（1943年）（Faget G.H., Pogge R.C., Johansen F.A., Dinan J.F., Prejean B.M.,

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































波書店（＝E.A.Cohen．1953．HUMAN BEHAVIOR IN THE CONCENTRATION CAMP．W.W.Norton & Co.）
20)E.ゴッフマン著･石黒毅訳．1984．『ゴッフマンの社会学 3　アサイラム 施設被収容者の日常世界』．誠信書
房（＝Erving Goffman．1961．ASYLUMS: Essays on the Social Situation of Mental Patients and Other
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21）その他の要因として、草津温泉を源泉にもつ施設内の共同浴場の泉質が、ハンセン病特有の外傷に対し体質的によくないと医
者が判断した場合や、住宅から共同浴室までの距離が遠く、豪雪地域の斜面に立つ療養所ゆえの不慮の事故や、裏傷と呼ばれる足
裏の傷を悪化させる懸念が生じる場合などがある。
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4-4 本章で得られた知見
　本章では、全国のハンセン病療養所で唯一、居住者自身に住宅の建設・改修等の管理が任された楽
泉園自由療養地区に存在する患者住宅を取り上げ、建設当初の平面構成を明らかにした上で、現存す
る住宅について実測調査と居住者へのインタビュー調査を行い、居住空間の改善過程を明らかにした。
得られた知見を以下に要約する。
1）自由療養地区に建設された患者住宅には、複数の世帯が生活を行う共同住宅と、1世帯が生活する
戸建住宅の2種類あることを確認し、共同住宅では寄附により建設された長屋住宅と共同の出資によ
り建てられた住宅、湯之沢部落居住者が施設内に再建した移築住宅が存在し、戸建住宅では施設が建
設して販売した売住宅、入所する患者が新しく建てた新築住宅、有志による寄附住宅、湯之沢部落か
らの移築住宅といった多岐に亘る住宅供給の方法がとられたことを資料の記録から明らかにした上で、
住宅建設の経緯と住宅規模を軸に平面構成を分析することで6つの住宅類型に分類されることを示し
た。
2）また、自由療養地区におけるこれらの住宅供給が1932年から1940年代前半という短期間の間にな
されており、これら住宅は1970年代後半まで維持されたが、その後、急激に減少していることが把握
された。
3）炊事場での調理が前提となっていたハンセン病療養所では、設立当初の寮舎に台所は設けられてい
なかったが、栗生楽泉園では、療養所内で食事の提供方法が異なっていたことを指摘し、湯之沢から
の移築住宅には、他の患者住宅に比べ台所の面積が大きく作られたという際立った特徴があることを
実態把握した。
4）現存する住宅について、住宅類型に基づき改修特性を考察することにより、台所規模の拡張が優先
的に行われたこと、全方向的な拡張は防寒対策を目的としていること、住宅の拡張方向は収納空間の
配置に影響されること、6割の住宅で居室数に増加がみられたこと、趣味活動の場として廊下が拡張
され利用されていたことなどを明らかにした。
5）また、住宅の改修を時系列的な分布特性と関連させることで、住宅の改修規模に立地条件が大きく
影響していることを示した上で、建設経緯と住宅規模から患者住宅の改修特性を明らかにした。
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5-1 各章のまとめ
　本研究は、ハンセン病療養所が、国策としてハンセン病患者を隔離収容し、療養所内で根絶するた
めの施設として計画された点を踏まえ、隔離施設としてのハンセン病療養所の施設計画理念及びその
実態を明らかにした上で、療養所に作られた寮舎及び患者住宅の居住環境を把握し、入所者による居
住環境改善過程を明らかにすることで、隔離政策下における療養所入所者の居住の実態を解明したも
のである。
　各章で得られた成果は以下の通りである。
　第2章は、90年もの長期に亘りハンセン病患者を隔離収容した施設が、どのように計画され、存続
したのかを、施設計画の実態から解明するものである。
　ここでは、ハンセン病療養所の発展過程を、隔離施設としての性格が特徴付けられたと考えられる
明治末期から戦後期までに照準化した上で、すべての療養所について、施設規模と入所者属性、医療
の進歩による病気への位置づけの関係性の中で捉えることにより、その形成過程は3期に分けられ、各
期の特性について以下の知見を明らかにした。
　明治42年に開設したわが国最初の公立療養所は、放浪徘徊する患者を収容の対象としていたため、
当初、その慰安的要素として家庭的団欒や宗教信仰を中心とした計画意図があった。しかし、開設翌
年には入所者の不謹慎な行動への対策が必要となったことを史実から確認し、品性涵養のための教育
を施す一方、施設構成として入所者の取り締まりのための監禁室を設置した。また、入所者の逃走や
病気の拡大を防ぐために、患者地区を板塀や堀などで厳重に囲い、消毒、濾過、焼却、入所者の火葬
を徹底することの有効性が報告され、各療養所の施設計画に採用された。
　第二期では、懲戒機能を残したまま入所者の自治制度を設け、所内秩序の維持を自主的に管理させ、
施設との交渉窓口として事務分館を設立したことを確認し、この施設構成と管理システムの変化には
入所者の数的増加だけでなく、自宅療養患者の収容という属性的な変化があったことを裏付けた。
　第三期には、家庭的団欒や宗教信仰による慰安に失敗し、また、戦時下には慰安よりも開拓が優先
された帰結として、ハンセン病が「治る」時代に突入する中で、更なる自宅療養患者の収容が目指さ
れた結果、寮舎形態の多様化と、寄附による娯楽設備、宗教設備の積極的な受け入れが行われたこと
を明らかにした。
　第3章は、現存する寮舎以外、かつて療養所に存在した寮舎等の居住設備の資料が散逸していたハン
セン病療養所において、収容を目的とし施設内に量産された寮舎の居住空間の実態を解明するととも
に、入所者による居住環境改善過程を明らかにするものである。
　ここでは、ハンセン病療養所の居住環境の改善過程を把握するため、ハンセン病療養所に画一的に
整備された居住を目的とする寮舎を対象とし、施設年報、園史、自治会史等を基礎資料に、実測調査
及び入所者へのインタビュー調査により、療養所に存在したすべての寮舎プランを再現し、その変遷
過程を明らかにした。
　具体的には、効率的な収容が求められた計画初期段階には、大部屋で構成された3種類の寮舎であっ
たものが、入所者が居住空間を獲得した結果、30種類に及ぶ多様なプランが現れる過程を把握した。ま
た、各寮舎の居住経験者にインタビュー調査を行うことにより、各寮舎における居住環境の問題点や
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要望及び建て替え要因を抽出し、入所者による居住環境改善過程について考察を行い、共同作業に拘
束される苦痛から、共同作業・共用空間を廃止し、自分達の空間を確保する動きが起こった後、寮舎
は食寝分離をするまでに拡張が行われ、居間、食事室、寝室の3室を持つものまで現れるまでの過程を
明らかにした。さらに、同じ寮舎プランに対しても入所者によって異なる見解を持っており、それは
各入所者の寮舎移行過程の違いによるところが大きいことを明らかにした。
　第4章は、全国のハンセン病療養所の中で唯一、資力のある入所者を対象に住宅の所有と管理、家族
との同居等が認められた「自由療養地区」の患者住宅を取り上げ、患者自身の手により建設すること
が可能であったとされる自由療養地区の患者住宅の実態について解明するものである。
　ここでは、施設に保管された基礎資料を基に、患者住宅の基本属性、建設当初の住宅プランの把握
を行い、建設当初の平面構成と改修特性を明らかにした。
　患者住宅には、戸建住宅と共同住宅の2種類あるだけでなく、新築住宅や移築住宅、売住宅、寄附住
宅といったの多様な住宅供給方法が存在し、これらの住宅供給が1932年1940年代前半という短期間に
なされたことを明らかにした。また、建設当初の患者住宅について、住宅の建設経緯と住宅規模を軸
に住宅の平面構成を分析することで、6つの住宅類型に分類し、それぞれの特徴について論じた。
　さらに、療養所内で食事の提供方法が異なっていたことを指摘し、湯之沢部落からの移築住宅は、他
の住宅に比べ台所の面積が大きく作られたという際立った特徴があることを実態把握した。
　現存する住宅については実測調査及び居住者にインタビュー調査を行い、その改修特性を把握する
とともに、住宅の改修を時系列的な分布特性と関連させることで、住宅の改修規模に建設経緯、立地
条件が関連していることを示した。
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5-2 結論
　本論文は、90年に亘り国策に基づき運営されたハンセン病療養所において、ハンセン病療養所入所
者による取り組みを、人権が激しく毀損され、生きる意味や自己のアイデンティティが根本から問い
直される只中での抗いと捉える視点に立ち、今まで明らかにされなかった「隔離施設」としての施設
計画の実態と入所者の居住環境改善過程を、各種の史資料の分析と現地調査、入所者等へのインタ
ビュー調査により明らかにしたものであり、主な成果は次の通りである。
1.ハンセン病療養所の発展過程を、「隔離施設」としての性格が特徴付けられたと考えられる明治末期
から戦後期までに照準化した上で、ハンセン病療養所の施設構成分析を行った。各施設年報や施設運
営に関する議論等の関連資料の分析によりハンセン病療養所の発展過程を3期に分け、各期の特性につ
いての把握を行い、開設当初には家庭的団欒や宗教信仰を中心とする計画意図があったことを明らか
にした上で、施設規模、入所者属性、病気の位置付けを軸として、ハンセン病療養所の施設計画と施
設構成の変遷過程を明らかにした。
2.「隔離施設」における入所者の居住環境改善過程を把握するために、岡山県のハンセン病療養所を
対象とし、複数の入所者からの聞き書きにより療養所内に作られた寮舎プランの再現を行い、療養所
開設以降に存在したすべての寮舎プランとその変遷過程を解明した。また、各寮舎の居住経験者へイ
ンタビュー調査を行うことで、各寮舎における居住環境の問題点及び改善過程を抽出し、入所者によ
る居住環境改善過程を明らかにした。
3. 群馬県のハンセン病療養所内に存在する、全国で唯一、資力のある入所者に住宅の建設・管理等が
認められた自由療養地区の患者住宅を対象とし、史資料分析から、多岐に亘る住宅供給の方法の存在
と、これら住宅供給が療養所開設から短期間の間になされていることを明らかにした。また、史資料
をもとに建設当初の全住宅プランを再現し、多様な住宅プランの存在を確認するとともに、平面構成
から6つの住宅類型を導き出し、住宅供給に関連してその特徴を論じた。また、現存する住宅について
実測調査及び居住者にインタビュー調査を行い、その改修特性を把握するとともに、住宅の改修を時
系列的な分布特性と関連させることで、住宅の改修規模に建築経緯と立地条件が大きく影響している
ことを明らかにした。
　以上、本論文は、史資料の散逸が激しく、また語り手である入所者の高齢化が進むハンセン病療養
所において、「隔離施設」として発展した施設構成の変遷を明らかにした上で、ハンセン病療養所内に
画一的に整備された寮舎と全国で唯一「自由療養地区」と謳われた栗生楽泉園下地区の患者住宅を含
めてプラン変遷を解明することで、居住の自由を奪われた「隔離施設」での居住の実態を明らかにし
た。
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研究業績一覧
学術論文（査読あり）
1.境野健太郎･山脇博紀･中島美登子･三浦研･外山義．「ハンセン病療養所における居住空間
の変遷に関する研究」．『日本建築学会計画系論文集』NO.546．2001年 8月：pp.113-119．
2.境野健太郎･三浦研･神吉紀世子･高田光雄．「ハンセン病療養所自由療養地区における患
者住宅の平面構成と住み手による自主的改修に関する研究」．『日本建築学会計画系論文集』
NO.611．2007年 1月：pp.15-22．
3．境野健太郎･友清貴和･高田光雄．「ハンセン病療養所の施設構成の変遷に関する研究」．
『日本建築学会計画系論文集』NO.622．2007年 12月（掲載決定）：pp.**-**．
4.郭雅　･境野健太郎･高田光雄．「日本統治時期における日式住宅の平面構成に関する研究
－台湾の官舎建築標準からみた住宅の特徴－」．『都市住宅学』NO.51．2005年10月：pp.53-
58．
口頭発表論文
1.境野健太郎･富田啓介･三浦研･高田光雄．「グループハウス入居高齢者の生活実態への考
察－高齢者グループリビングにおけるケアシステムに関する研究（その１）」．『日本建築学
会大会学術講演梗概集（関西）』E-1建築計画I．2005年 9月：pp.147-148．
2.境野健太郎･三浦研･高田光雄．「ハンセン病療養所自由療養地区の患者住宅における住み
手の自主的増改築への考察」．『日本建築学会大会学術講演梗概集（北海道）』E-1建築計画
I．2004年 8月：pp.407-408．
3.境野健太郎･三浦研･外山義．「ハンセン病療養所入所者の半生にみる施設空間構成と生活
展開の変化に関する研究」．『日本建築学会大会学術講演梗概集（北陸）』E-1建築計画I．2002
年 8月：pp.363-364．
4.境野健太郎･三浦研･外山義．「ハンセン病療養所入所者の半生にみる施設空間構成と生活
展開の変化に関する研究」．『平成14年度日本建築学会近畿支部研究報告集<計画系>』．2002
年 6月．
5.寺川優美･外山義･三浦研･田中紀之･山脇博紀･境野健太郎．「2人部屋養護老人ホーム入所
者の同室者との関係からみた空間利用特性」．『日本建築学会大会学術講演梗概集（関東）』
E-1建築計画I．2001年 9月：pp.213-214．
6.境野健太郎･鈴木健二･山口健太郎･外山義･三浦研．「痴呆性高齢者グループホームにおけ
る入居者の空間利用の時系列的変化 －痴呆性高齢者のケア環境のあり方に関する研究（そ
の１）」．『日本建築学会大会学術講演梗概集（関東）』E-2建築計画I．2001年9月：pp.309-
310．
7.山口健太郎･鈴木健二･境野健太郎･外山義･三浦研．「痴呆性高齢者グループホームにおけ
る入居者の生活の再編過程－痴呆性高齢者のケア環境のあり方に関する研究（その２）」．
『日本建築学会大会学術講演梗概集（関東）』E-2建築計画I．2001年 9月：pp.311-312．
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8.鈴木健二･山口健太郎･境野健太郎･外山義･三浦研．「痴呆性高齢者グループホームにおけ
る入居者の生活とスタッフのケアの相互浸透－痴呆性高齢者のケア環境のあり方に関する研
究（その３）」．『日本建築学会大会学術講演梗概集（関東）』E-2建築計画I．2001年 9月：
pp.313-314．
9.境野健太郎･中島美登子･山脇博紀･外山義･三浦研．「強制隔離療養所における居住空間の
変遷に関する基礎的研究」．『日本建築学会大会学術講演梗概集（東北）』E-1建築計画I．2000
年 9月：pp.85-86．
10.三浦研･境野健太郎･斉藤芳徳･藤岡泰寛･山脇博紀･鈴木健二･外山義．「グループケアユ
ニット型高齢者施設における複数ユニットの機能分化と生活展開（その１）ユニットの使い
分けと入居者の生活展開」．『日本建築学会大会学術講演梗概集（東北）』E-1建築計画I．2000
年 9月：pp.251-252．
11.山脇博紀･境野健太郎･斉藤芳徳･藤岡泰寛･三浦研･鈴木健二･外山義．「グループケアユ
ニット型高齢者施設における複数ユニットの機能分化と生活展開（その２）各ユニットにお
けるケアの差異」．『日本建築学会大会学術講演梗概集（東北）』E-1建築計画I．2000年9月：
pp.253-254．
12.境野健太郎･中島美登子･山脇博紀･外山義･三浦研．「強制隔離療養所における居住空間
の変遷に関する基礎的研究」．『平成12 年度日本建築学会近畿支部研究報告集<計画系>』．
2000年 6月：5032．
研究助成報告書
1. 境野健太郎．『栗生楽泉園の将来構想に関する入園者調査研究報告書』．国民医療研究所
発行．栗生楽泉園将来構想調査団．2004年 3月．
2.境野健太郎．「ハンセン病患者集落に関する研究－草津湯之沢地区の形成過程とその空間
的特質」．『笹川科学研究助成報告書』．2004年 2月．
著書
1.境野健太郎．「栗生楽泉園の将来構想への提言―入園者調査を通して見えてきたもの―」．
『賃金と社会保障』2004年 10月上旬号．第1379号．旬報社：pp.42-58．
2.境野健太郎．「栗生楽泉園の将来構想に関する入園者調査報告」．国民医療研究所発行．『月
刊国民医療』2004年 4月 5月合併号．No.201：pp.35-63．
学術賞
日本建築学会優秀卒業論文賞（2000）
